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市のようす（11月1 日現在）

人口453,816 人(+636)

男230,605 人(+389)

女223,211 人(+247)

世帯156,674(+405)
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訪問看護等在宅ケア

総合推進モデル事業
実施から１年

12月

松戸駅市民ギャラリー

12月16日まで 12月16日～23 日

風巻雪雄 クロッキー

「人・ひと・ヒト展」

馬橋小PTA 書道 部

作 品 展

松戸ペン習字サークル

合 同 展

小 林 恵 美

ピクチャー

ハンドニット展

問い 合わせは 社会教育課 成 人教育 係へ

期 間

防衛庁長官（正面奥）に陳情する宮間市長（その右）ら

安全・確実な

口座振替のご利用を

手数料・保険料・各種税

看護婦が定期的に訪問するので家族も安心です

下
総
航
空
基
地
の
米
軍
機
使
用
反
対

市
長
が
防
衛
庁
防
衛
施
設
庁
に
要
請

宮
間
市
長
は
十
一
月
六
日
、
関
係
市
長
な
ど
と
と
も

に
、
防
衛
庁
、
防
衛
施
設
庁
を
訪
れ
、
海
上
自
衛
隊
下

総
航
空
基
地
を
米
海
軍
空
母
艦
載
機
の
夜
間
離
・
発
着

訓
練
基
地
と
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
に
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

米
海
軍
空
母
艦
載
機
の
夜
間
離

発
着
訓
練
は
、
現
在
、
神
奈
川
県

の
厚
木
基
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
元
の
反
対
で
夜
間
飛
行
制

限
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
米
軍
は
基
地
の
代

替
え
を
求
め
て
お
り
、
国
は
暫
定

的
に
硫
黄
島
の
使
用
を
考
え
、
事

業
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

硫
黄
島
に
つ
い
て
も
、
そ
の
使
用

ま
で

年
数
も
か
か
る
た
め
、
そ
の

間
、
米
軍
が
関
東
周
辺
の
既
存
基

地
を
使
う
恐
れ
が
な
い
と
は
言
え

ま
せ

ん
。

仮
に
下
総

基
地
が
訓
練
に
使
わ

れ

る
こ
と
に

な
れ
ば
、
騒
音
や

事

故
へ

の
不

安
な
ど
、
市
民
生
活

が

脅
か

さ
れ

る
こ

と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
宮
間
市
長
は

「
市
民
の
安
全
と
快
適
な
生
活

環

境
を
守
る
た
め
、
下

総
基
地
の

米

軍
機
使
用
は
絶
対
に

認
め
ら
れ

な

い
」

と
申
し
入

れ
ま
し
た
。

こ
の

決
意
を
確
固
た
る
も
の
と

す
る
た
め
、
本
市
は

今
後
と
も
、

関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
下

総
基

地
使
用
反

対
に
つ
い
て

、
関
係
当

局

に

強

力

に

働

き

か

け

て

行

す

。

y
i

』
」
口
凵

χ
丶
い
こ
J
7
丶
ど

ト
ベ
r
々
J
ヨ

呎

市

役

所

の

土

曜

閉

庁

1
2月
は
9
日
・
2
3日
か
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

今

月

の

納

期

は

条
市
県
民
税
（
第
四
期
納

期
限
）
＝
・
1
2月

晉
奉
し
尿
処
理
手

数
料
（
人

頭
制
）
第
三
期

納
期
限
…
1
2月
2
8日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４

特
殊
学
級
合
同
作
品
展
・
＝
6
日
～
1
0
日

奉
第
三
十
回
緑
樹
会
二
十
五
周
年
記
念

展
＝
・
1
2日

～
1
7日

参
心
に
刻
む
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
展
松
戸
展
＝
・
2
0
日
～
2
7
日

奉
百

和
会

水
墨
画
展
・
＝
2
0日
～
2
4日

休
館
日
・
＝
月

曜
日

・
祝
日

開
館
時
間

＝
牛

前
1
0
時
～

午
後
6

時

※
初
日

お
よ

び
最
終
日

は
変
児
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル

。
‘
6
7
－
7
8
1
0

番
）

お
年
寄
り
が
待
っ
て
い
る
訪
問
の
日

松
戸
市
は
、
厚
生
省
の
指
定
を
受
け
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
自

宅
療
養
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
小
金
環
境
区
で
、
訪
問
看
護
等
在
宅
ケ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
訪
問
看
護
事
業
の

概
要
と
経
過
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
戸
市
は
、
厚
生
省
か
ら
「
訪

問
看
護
等
在
宅
ケ
ア
総
合
推
進
モ

デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
昨

年
の
十
月
一
日
か
ら
、
松
戸
市
医

師
会
の
協
力
を
得
て
、
訪
問
看
護

等
在
宅
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
、
高
齢
化
社
会
に
向
け

て

、
お

年
寄
り
が
在
宅
で

、
保
健

・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ

る
こ
と

を
め
ざ
し

た
制
度
で

す
。訪

問

看
護
が
モ

デ
ル

事
業
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
小
金
環

境
区
（
別
表
参
照
）
で
す
。

対
象
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
療

養
の
人
と
、
退
院
後
自
宅
療
養
を

始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
主
治
医
（
か
か
り
つ

け
の
医
師
）
が
、
訪
問
看
護
を
必

要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

主
治
医
の
指
示
で
訪
問
看
護
婦

が
各
家
庭
を
訪
れ
、
在
宅
療
養
に

必
要
な
看
護
（
食
事
、
排
世
、
身

体
の

清
潔
保
持
、
床

ず
れ
の

予
防

な
ど
）
や
処
置
、
リ
ハ
ビ
リ
の
指

導
、
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い

ま
す
。

訪
問
回
数
は
、
月
八
回

を
限

度

と
し
て

、
対
象
者
の

状
態
に
よ

っ

て

決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

費
用
は
、
一
部
負
担
金
と
し
て
、

訪
問
一
回
に
つ
き
八
百
円

を
必
要

と
し
ま
す
が
、
生
活

保
護

世
帯
や

所
得
税
非
課
税
世
帯
は
免
除

さ
れ

ま
す
。

訪

問

看

護

に

寄

せ

る

期

待

の

声

こ

れ
ま
で

に
二
十
六
人
が

、
こ

の

制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す

。

そ
の
う
ち
十
四

人
は
七

十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
で
す
。

訪
問
看
護
を
受
け
た
家

族
と
本

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
家
族
の
人
か
ら
は
、

「
病
状
の
心
配
が
軽
減
し
た
」
「
お

世
話
の
仕
方
が
う
ま
く
な

っ
た
」

「
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き

る
」
な

ど
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
人
か
ら
は
、

「
訪
問

日

が
待
ち
ど
お
し

い
」

「
生
活
に

意

欲
が
出
て

き
た
」
な
ど
の
回
答

が
あ

り
、
家
族
・
本
人
と
も
訪
問

看
護
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
の

が
分
か
り
ま
す
。

「
週

一
度
の
訪
問
が
、
本
人
に

あ

る
種
の
緊

張
感
を
呼
び
、
そ
れ

が
と
て

も
よ
い
効
果
を
上

げ
て
い

る
」
と

感
想
を
書
い
て

い

る
人
も

あ
り

ま
し

た
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

総
合
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
て

高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
が
確
実

視
さ
れ
て
い
る
中
、
訪
問
看
護
の

よ
っ
な
在
宅
ケ
ア
の
必
要
性
が
、

ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
松
戸
市
で
は
、
す
で
に
各
種
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今

回
の

訪
問
看
護
サ

ー
ビ
ス
も

将

来
的
に

は
、
市
内
全
域
に
拡
大

し
て
い

く
な
ど
、
高
齢
化
社
会
に

対

応
す
る
た
め
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い

く
予
定
で

す
。

マ

詳
細
＝・
健
康
管
理
課
保
健
計
画

係

実

施

モ

デ

ル

地

区

（

対

象

字

名

）

栗
ヶ
沢
・
小
金
原
・
根
木
内
・
小
金
・
小
金
清
志
町

・

小
金
き
よ
し
ヶ
丘
・
上
総
内
・
二
ツ
木
・
大
谷
口
・
横
須

賀

・
中

金
杉
・
平
賀
・
殿
平
賀
・
東
平
賀
・
久
保
平
賀
・

小
金
上
総
町
・
ニ
ツ
木
二
葉
町
・
大
金
平
・
幸
田
・
馬
橋

・
三
ヶ

月
・
幸
谷
・
七
右
衛
門
新
田

・
主
水
新
田

二
二
村

新
田
・
外
河
原

・
西
馬
橋
蔵
元
町

・
西
馬
橋
幸
町
・
西

馬

橋
広
手
町

・
西
馬
橋
相
川
町

・
八
ヶ
崎
・
八
ヶ
崎
緑
町

・

小
金
飛
地

・
旭
町
・
新
松
戸

・
新
松
戸
南



「
見
つ
め
な
お
そ
う
い
の
ち
の
輝
き
」
を
テ
ー

マ
に
ヽ
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
人
権
週
間
と

し
て
い

ま
す
。

幸

福
な
生
活
を

送
る
権
利
を
、
互
い
に

尊
重
し

あ

い

ま
し

よ
う
。

人
権
は
、
人
間
か
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
権
利
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
。

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
り
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

特

設

人

権

相

談

所

マ
日
時
＝
十

二
月
九
日

足

羊

前

十
一
時
～
午
後
三
時

ヱ
会
場
T
伊
勢
丹
松
戸
店
十
一
階

特
別
会
議
室

マ
相

談
内

容
・・
・
家
庭

問
題
（
親
子

・
相
続

な
ど
）
、
借

地
・
借
家
、

差
別
・
い
に
あ

な
ど

マ
相
談
員
＝
人

権
擁
護
委

員
・
法

務
局
職
員

人

権

講

演

会

マ
日
時
・
こ
十
二
月
十
二

貝

火
）
午

後

一
時
三
十
分
～
三

時

マ
会
場
E

社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
（
松
戸
駅
西
口
か

ら

徒
歩
十
分
）

▽
内

容
・
＝
児
童
福
祉
に
つ
い
て

▽
対
象
・・
ど

な
た
で

も

心

配

ご

と

は

人

権

擁

護

委

員

へ

人
権
に
つ
い
て
、
困

っ
た
こ
と

や
心
配

ご
と
が
あ
っ
た
ら
、

お
近

く
の
人

権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
下

さ
い
。
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支

局
（
容
6
3
j
6
2
7
8番
）で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

物
品
買
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

追
加
登
録
分

参
加
希
望
者
を
受
け
付
け

平
成
二
年
度
物
品

買
入
れ
等

指

名

競
争

入

札

参

加
希

望

者

（
追

加

登

録
分
）
の

受
け
付
け

を
行
い

ま
す
。

マ
受
付
期
間
・
＝
平
成
二
年
一
月

二

十
二
日

月

了

二
月

言

呈

）

マ
受
付

時
間
・
永

日

は
午
前
八

時
三
十
分
～
午

後
四

時
三
十

分
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三

十
分
～

正

午

マ
受
付
場
所
…
管
財
課

マ
業
務
内
容
・
＝
①
市
が
発
注
す

る
備
品
、
消
耗
品

、
印
刷

物

件
な
ど
を
納
入
で
き
る
業
者

②
委
託
業
務
を
受
注
で
き
る

業
者

マ
申
請
書
の
販
売
E
平
成
二
年

二

月
三
日
ま
で
、
市
役
所
地

下
売
店
で
販
売

″
市
で
は
、
隔
年
受
付
制
を
採

用
し
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年

登

録
し
た
人
は
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
追

加
登
録
と
し
て
申
請
す
る
人

は
ヽ
資
格
有
効
期
間
が
一
年

間
と
な
り
ま
す
。

マ
詳
細
・：
管
財
課
用
度
係

新
春
の
風
を
き
っ
て
走
ろ
う

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
へ
参
加
を

マ
日

時
・
・・
平

成

二

年

一
月

七

日

目

）
午
前
八
時
受
け
付
け
、
九

時

開
会
式

▽
会
場
・・・
運
動
公
園
周
辺

マ
費
用
上

般
・
壮
年
の
部
上

二

百
円
、
市
外
の
部
＝
四
百
円

マ
申
込
み
・
・
十

二
月
二
十
日
（
水
）

ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
種
目

・

氏
名

・
住

所
・
所
属

（
会
社
名

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入

場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

ａ
6
3－
9
9
9
9

番

1
5日
（
金
）

1
4
［
］］
宋
）

1
3日
（
水
）

8
日
（
金
）

1
2
月
7

日

（

木

）

期

日

八

柱

市

民

セ

ン

タ

ー

稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

図

書

館

本

館

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

会

場

午
後
３

時
～
4

時

時

間

″
定
員
に

な

っ
た
場
合
は
入
場

を
お
断

り
し

ま
す
。

▽
詳
細
＝
市

立
図
書
箆
3
6
5
j
5
1
1
5

番

な
ど
）
・
生
年
月
日

を
記
入
し

費
用
を
そ
え
て

社
会
体

育
課

・

市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
・
小

金

原
体
育
館
・
常
盤
平
体
育
館

の

各
窓
口
へ

（
当
日
参
加
も
受

付
け

ま
す
が
、
表
彰
の
対
象
外

と

な
り
ま
す
）

※
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
下

さ
い

。

マ

詳
細
・
＝
社
会
体
育
課
指
導
係

門
松
カ
ー
ド

1
9
一
月
1
1
日
（
月
）
か
ら
配

布
し

ま
す

十
二
月
十
一
日

言

）
か
ら

市
役

所
玄

関
受
付
、
各
支
所
、
広
報
課

で
門

松
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。

枚
数
は

一
世
帯
に

一
枚
で

す
。

町
会

・
自
治

会
単
位
な
ど
、
ま

と
ま

っ
た
枚
数

を

ご
希
望
の

人
は
、

地
域
振
興
課
へ
お

越
し
下

さ
い

。

▽
詳
細
＝
広

報
課

ス
リ
ム
コ
ー
ス
へ
ど
う
ぞ

肥
満
解
消
の
生
活
ガ
イ
ド

マ
日

時
E

平
成
二
年

一
月
十
八
日

上

二
月

二
十
二
日
の
毎
週
月
・

木

曜
日

。
月

隨
日

は
午
後
一
時

三
十
分
上

二
時
、
木
曜
日
は
午

前
十
時
～
正
午

▽
会
場
よ
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

マ
費
用
・
＝
調
理
実
習
は

材
料
費

一

回
四

百
円
、
運
動
実
技
は

屋
内

指
導
室
使

用
料

一
回
三
百

円

マ
定

員
・
＝
先
着
四

十
人

マ
対

象
・・・
市
内
在

住
・
在
勤
の
人

で
健
康
増

進
セ
ン

タ
ー
の

医
学

検
査
を

一
年
以

内
に

受
診
し

た

人

（
検
査

を
受
け
て

い
な
い
人
、

検
査
後

一
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
は
、
検
査
を
受
け
て
い

た

だ
き
ま
す
。

マ
申
込
み
・
＝
十

二
月

五
日
（
火
）
午

前
九

時
か
ら

、
直
接
ま
た
は
電

話
で

健
康
増
進
セ
ン
タ
1

一`
6
5

－
5
5
8
8

番
ま

た
琺
1
6
8－

1
2
4
1

～
3

内

線
5
3～
5
5番

（
水
曜
日
の
午

後
は
休
館
）へ

。

第779 号

内 容 テ ー マ 方法 担当

肥満の

メカニズム

なぜ太るのか？

太らない食べ方

のポイント

講話
保健婦

栄養士

食 事

私の適量、組み

合わせのいろい

ろ、私の1 食分

再チェック

調理
実習 栄養士

運 動

効果的な歩行法・
ハイキング、ラ

イトエアロビク
ス(月曜日午後)

ほか各自の体力

に応じた各種卜
レーニングから

選択実施(週3回
の運動を目標に)

実技
運 動

指導員

12月4日～10日は人権週間

人権相談をご利用下さい

気軽に相談して下さい。秘密は固＜守られています

人権擁護委員

氏 名 住 所 電 話

島村 芳子 仲井町2-128 S562-5286

川村 幸信 岩瀬25 ZJ64 ―6363

有坂 星子 金ヶ作306 登87-5055

和田 康男 松戸新田18-4 H62-7853

青野 哲玄 馬橋254ア S41-3009

永井 修洋 松戸1900 S62-2904

谷口 充徳 中金杉2 －20 S42-7925

平根 孝男 大谷口3匐一巳 登42一仰88

人権相談日程

曜 日 時 問 会 場

第1～第4金曜日

午前10眄～ 午後3 時

松戸市役所相談コーナー

第1 火曜日 小金市民センター

第1 水曜日 常 盤 平 支 所

第1 木曜日 小金原市民センター

通
常
の
人
権
相
談
は
右
記
の
日

袒
で
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
援
護
課
庶
務
係

平成2 年度

市政ビデオ放映

12月17日(日)千葉テレビで

市政ビデオ「はつらつ健康都

市まつど」が、千葉テレビで放

映されます。

内容は、11月に行われた市民

健康づくりの集いを中心に、市

の健康施策をわかりやすく紹介

したものです。

l〉放映日時…12月17日(日)午前

11時30分～n 時45分

l〉チャンネル…千葉テレビ(u

HF46 チャンネル)

l〉詳細…広報課

冬休みこども映画大会

t〉日時…12月26日(火)①午前10

時～正午②午後2 時～4 時

【〉会場・‥市民会館

l〉内容…「クリスマスキャロル」

「キャンディ・キャンディ」など

l〉対象…小・中学生と保護者

r〉費用…無料

E＞定員…各回先着1,200人

r〉申込み…往復ハガキに住所・

氏名・電話番号・午前午後の

別・希望人数を記入して、〒

271 松戸市根本387―5松戸市

役所こども課育成係へ

女性とおどり

「日本舞踊の中のマドンナたち」

1〉日時…12月14日(木)午前10時

～正午

C〉会場…婦人会館ホール

l〉対象…市内在住・在勤の人

1〉講師…日本舞踊研究家・長崎

由利子氏

1〉定員…先着75人(2 歳以上学

齢期までの保育8 人分あり)

E〉申込み…12月5 日(火)午前10

時から、電話で婦人会館容64

―8778番へ

種 目 距離 対 象

一般男子1部 10km 市内在住・在勤・在学者

一般男子2部

弓削

市内在住在勤で

39歳以下

壮 年 の 部
市内在住在勤で

40歳以上

中 学 男 子 市内在住在学の中学2.3年

中学1年男子 市内在住在学の中学1年

中 学 女 子

3km

市内在住在学

の中学生

一 般 女 子 市内在住・在勤・在学者

市 外 の 部 10k
m
市外から参加する人



松戸市書道展出品案内

1〉対象…市内在住・在勤・在学

の16歳以上の人

l〉部門…漢字、かな、近代詩文、

てん刻、刻字

l〉規格…小画仙紙半折以内(68

cmX68cm ・34cmχ136cm)、てん

刻(30cmX39cm) 縦横は自由

※作品は未発表のもので、表装

(仮巻きは不可)とし、額装( ガ

ラス不可)はひもを付ける。

規格外の作品は審査対象外に

なります。

C〉搬入…平成2 年2 月17日(土)

午前11時～午後4 時30分の間

松戸 市民劇 団・劇舎

アトリエ 公演

l〉日時…12 月9 日( 土) 午後8 時 、

10 日(日) 午 後3 時 と7 時

I〉会場…新京成八柱駅そば島本

ビル4 階 「劇舎」

E〉費用…800 円( 学生500 円)

C〉内 容…中川信夫作・石上瑠美

子演出「流氷」

l＞詳細…劇舎登89-4646 番( 平

日は留守番電話)

に直接文化ホールへ

C＞詳細…社会教育課市民文化係

ふれあい教室(ワープロ)

【〉日時…平成2 年1 月8 日(月)

・10日(水)・11日(木)・12[]

( 金)、午後6 時30分～8 時30分

E〉会場…勤労会館会議室

l〉対象…市内在住・在勤の勤労者

E〉定員…10人( 申し込み多数の

場合は抽選)

E〉費用…無料

E〉申込み…12月12日(火)〔消印

有効〕までに、往復ハガキに

住所・氏名・年齢・電話番号

・勤務先・教室名を明記して、

〒271 松戸市根本387-5 松戸

市役所商工課労政係へ

市内民間保育園

臨時保母募集

E〉職種…臨時保母( 有資格者)

※市内の保育園に勤務している

人はご遠慮下さい。

E〉勤務地…市内の民間保育園

E〉定員…若干名

レ申込み…12月5 日(火)～12日

( 火)の間に、履歴書を郵送で

〒271 松戸市上矢切1101一2

松戸市保育園協議会事・務局

068 ―7811番) へ

文化ホール特別展講座

江戸時代の年中行事について

一古文書を参考に－

l〉日時…12月7 日・14日の各木

曜日、午前10時30分～正午

l〉会場…文化ホール

l〉講師…宇都宮大学教授・渡辺

一郎氏

に〉費用…無料

l〉定員‥・先着30人

l〉申込み…電話で文化ホール容

67-7810 番へ

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう

10月に行われた、老人母子レクリエーション大会では、推進員も活躍しました

あなたの街をいつも清潔に

児

童

扶

養

手

当
1
2
月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児
童
扶
養
手
当
の
平

成
元

年
十

二
月

期
分
の
支
払
い
は

、郵
便
局
で

受
け
取

っ
て
い
る
人
は
十
二
月
十

一
日

言

）
か
ら
、
銀
行
で
受
け
取

っ
て

い

る
人

は
十

二

月
十

八
日

育

）
か
ら
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
は
、

現
況

届
審
査
の

た
め
お
預
か
り
し

て
い

ま
し

た
が
、
審
査
が
終
了
し

ま
し

た
の
で

十
二
月
五
日
（
火
）
か

ら

交
付
し
ま

す
。

児
童
扶
養
手
当

証
書
保
管
証
と

証
書
に
使
用
し
て
い

る
印

鑑
を
持

参
し
、
援
護
課
へ
お
い
で

下

さ
い
。

▽
詳
細
・
：
援
護
課

援
護

係

遺
児
手
当

1
2
月

期

分

1
2月

い
1
1
1
1

日

か

ら

振

り

込

ま

れ

ま

す

遺
児
手
当
の
十
二
月
期
分

八

月
～
十
一
月
）
を
支
給
し
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
月

）以
降
に
、

受
給
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
の
で

、
確
認
し
て
下
さ
い

（
現
況

届
提
出
者
お
よ
び
新
規
認

定
者
）
。

忘

れ

ず

に

届

け

出

を

遺
児
手
当
受

給
内

容
に

次
の

よ

う
な
変
更
が
生
じ
た

場
合
、
必

ず

援
護
課
に

届
け
出
て
下

さ
い

。

①
受
給

者
ま
た
は
児

童
が
市

外

へ
転
出
す
る
と
き
②
市
内
で
の
住

所
変
更
や
金
融
機
関
変
更
の
と
き

③
氏
名
変
更
の
と
き
④
受
給
者
が

婚
姻
す
る
と
き
⑤
受
給
者
ま
た
は

児
童
が
死
亡
し
た
と
き

該

当

す

る
人

は

申

請

を

遺
児
手
当
は
交
通
事
故
・
病
気

な
ど
で
、
父
や
母
を
亡
く
し
た
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
か
扶
養
し

て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
下
さ

い
。
▽
申
請
に
必
要
な
も
の
：
①
認
め

印
②
戸
籍
謄
本
③
世
帯
全
員
の

住
民
票
申
請
者
名
義
の
市
内

金
融
機
関
の
預
金
通
帳
の
写
し

※
受
け
付
け
は
、
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
詳
細
：
援
護
課
援
護
係

母
子
福
祉
推
進
員
二
百
十
九
人

千
葉
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

母
子
福
祉
推
進
員
二
百
十
九
人
が
、
十
二
月
一
日

付
で
干
葉
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

三
年
で
す
。

松

戸
第
一
地
区
・
・
宇

野
寿
子

・

小
島
可
代
子

・
竹
原
正
子
・
常
盤

緋
佐
子

・
原
田

美
代
子
・
福
原

和

枝

・
山
田

久
江

・
湯
浅
節
子

松
戸
第
二

地
区
・
＝
木
川
道
子

・

石
井

富
子
・
大
貫
八
重
子
・
佐
藤

浩
子

・
染
谷

輝
枝
・
松
崎
喜
代
子

・
松
葉
淑
子

・
村
山
窈
子

明
第
一
地
区
・
石
引
八
重
子
・

伊
藤
信
子
・
岡
本
と
し
子
・
川
井

尚
子

・
徳
浦
フ
サ
子
・
並
木

孝
子

・
細
島
政
子
・
益
子
昭
子
・
丸
山

清
美
・
山
本
志
津
子

・
松

崎
綾
子

・
簾
内
ア
イ
子

明
第
一
地
区
・
・
飯
箸
滋
子
・
秋

葉
王

代
・
岩
瀬
孝
枝

・
大

木
春
子

・
岡
沢
博
子
・
菊
地
み
ち

・
北
島

ミ
エ
・
小
松
崎
宏
子

・
渋
谷

由
紀

子
・
白
井
道
子
・
高

橋
貴
代
子

・

岩
田

珠
枝
・
渡
辺
美
子

明
第
三

地
区
・
＝
上
島
節
子
・
芦

田

和
子

・
安
蒜
恵
美
子

・
鈴
木
喜

代
子

・
鷲
見
起
世
子
・
勅
使
河
原

房

・
鉄
矢
り
ん
・
平
山
久
枝
・
鹿

野
敬
子

・
藤
井
邦
子
・
船
井
陽
子

・
吉
野

宏
子

明
第
四

地
区
＝
土

井
茂
子
・
秋

山
淳
子

・
池

上
千
代
子
・
公
手
八

重
子
・
倉
田

節
子

・
倉
持
幸
江
・

小
林
静
子

・
近
藤
ミ
ネ
・
清
水
秋

乃
・
杉
田

わ
か
子

・
高
橋
さ
く
・

千
葉
重
子

・
戸
張

ち
よ
・
富
田
あ

つ
の

・
鹿

瀬
好
美
・
大
塚
糸
子
・

加
藤
初

枝
・
坂
上

伊
智
子

矢
切

地
区
・
＝
中
村
美
知
子
・
安

斉
冨
乃
・
磯
部
清
子
・
伊
藤
照
子

・
小
沢

淑
江

・
笠
原
ひ
ろ
子
・
木

村
瑩
子

・
小
林
フ
サ
子
・
鈴
木
志

づ
か

・
鈴
木
久
子
・
高
安
静
江
・

渡
辺

泰
子

東
部
地
区
＝
・
渡
辺
国
代
・
井
上

照
子
・
石
井
も
と

・
石

橋
み
つ

・

川
村
美
津
子
・
笹
谷
長
子

・
豊
田

靖
子
・
堀
道
子
・
湯

浅
千
代

・
吉

岡
雪
枝

馬
橋

地
区
・
＝
木
幡

マ
サ
ノ
・
石

原
光
子
・
梅
山
久
子

・
恩
田
己
恵

子
・
加
藤
江
と
子

・
酒

井
正
子

・

酒
井
洋
子
・
佐
藤
い
と
子

・
須
郷

操
・
清
宮
次
子

・
松
平

餃
子

・
大

川
民
子

・
斉
藤
つ
や
・
重
松
幸

枝
・

渋
谷
貞
子
・
出
山

定
子

永

野
昌
子

新

松
戸
地
区

＝
小

菅
ス
ミ
・
秋

山
照
子

・
海
老
原

智
恵
子
・
大
石

す
み
子

・
大
倉

静
江

・
小
川

な
み

江
・
北

嶋
美
智
子

・
小
池
幸
代
・

越
川
靖
子

・
塚
本
教
子

・
花
島
千

枝
子

・
横
山
悦
子
・
岡
部
良
江

・

小
野
里

津
多
枝

・
田

中
洲
美
子

・

田

中
富

美
子

・
田

中
信
子
・
勅
使

川
原
博
子

・
中
村
満
里
子
・
屋
代

紀
子

・
山

中
ヒ

サ
ノ

高
木

地
区
・
＝
蛭
田
ス

ミ
・
安
蒜

多
美
子

・
伊
藤
ト
シ
子

・
大
塚
よ

ね
子
・
小

林
カ
ヨ
子

・
田

村
暁
美

・
土
屋
政
子
・
長
谷
川
つ
る
・
晦

日
さ
だ
・
植
竹
延
子
・
粕
谷
洋
子

・
日
暮

和
子

・
開
田
昌
子

常
盤
平

地
区
・
＝
野

口
和
子

・
亀

洋
初
見

・
川
ロ

ト
キ
子

・
楠
京
子

・
田

中
冷
子

・
塚
田

美
佐
・
相
本

辿
代
・
小
室

桂
子

常
盤
平

団
地
地
区
・
二
櫻
井
た
か

子
・
磯
部
み
つ
子
・
内
山
妙
子
・

江

洋
昌
子

神
代
冨
美
子

齊
藤
夕

ヒ
子
・
柴
田
葉
津
子
・
前
田

千
枝

五

香
地
区

上

局
島

春
枝
・
秋
山

良
子
・
佐
藤
明
子

・
志

村
美
代
子

・
白
子
と
き
よ
・
桧
山
多
美
子
・

阿
部
俊
江

・
座
間
君
江

・
堀
内
陽

子
・
三
島
美
耶
子

・
弓

削
喜
代
子

六
実

地
区

＝
水

治
悦
子

・
安
西

和
子
・
薄
井
せ
い
子

・
梶
原

ゆ
き

ゴ
ミ
収
集
と
し
尿
く
み
と
り

年

内

は
1
2
月
3
0
日

ま

で

ゴ
ミ
収
集
と
し
尿
の
く
み
と
り

は
、
年
内
は
十
二
月
三
十
日
ヱ

）

ま
で
行
い
、
年
明
け
は
一
月
四
日

采

）か
ら
開
始
し
ま
す
。

ゴ
ミ
は
早
め
に
処
理
し
、
休
み

中
は
集
積
所
に
出
さ
な
い
で
下
さ

い
。
清
潔
な
街
で
新
年
か
迎
え
た

い
で
す
ね
。

年
内
に
し
尿
の
く
み
と
り
が
必

要
な
家
庭
は
、
早
め
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

1
2月
2
3
日
（
祝

）
は

、ゴ

之
｀
・
し

尿

の

収

集

は

休

み

で

す

今
年
か
ら
、
十
二
月
二
十
三
日

は
祝
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ

・
し
尿
の
収
集
は
休
み
に
な
り
ま

す
。

粗

大

ゴ

ミ

は

電

話

申

込

制



民
生
委
員
（
四
百
五
十
二
人
）
を
委
嘱

民
生
委
員
の
委
嘱
式
が
、
十
二
月
二
日
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
生
じ
た
と
き
、
相
談
、
助

言
、
指
導
、
援
護
な
ど
を
行
い
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
ま

す
。任
期
は
三
年
で
、
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
、
老
齢
者
、
母
子
家
庭
、
精
神
的
・
身
体
的
な
障
害
、
家
庭
環
境
な

ど
に
つ
い
て
、
心
配
や
悩
み
の

あ
る
人
は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
次

の
四
百
五
十
二
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

松
戸
地
区
＝・
秋
元
玲
子
・
福
原

和
枝
・
谷
口
絹
・
植
田
恵
子
・
原

田
美
代
子
・
大
塚
雪
子
・
加
藤
和

子
・
関
昌
枝
・
中
山
恵
宏
・
常
盤

緋
佐
子
・
斉
藤
洋
子
・
藤
井
正
子

・
松
葉
淑
子
・
相
川
久
子
・
牧
野

ひ
ろ
・
河
原
芳
夫
・
田
村
浪
子
・

加
賀
谷
信
男
・
田
中
佳
子
・
菊
地

円
子
・
青
木
敬
子
・
森
田
加
代
子

・
安
田
直
子
・
戸
張
す
づ
・
鈴
木

誠
一
郎
・
芹
澤
和
子
・
鈴
木
美
智

・
松
浦
和
雄
・
田
里
節
子
・
坂
野

明
光
・
宅
見
一
郎
・
徳
丸
力

明
第
一
地
区
＝
山

中
四
郎
右
衛

門
・
鈴
木
一
男
・
磯
光
子
・
冨
永

友
三
郎
・
鈴
木
享
子
・
谷
津
昭
三

・
繁
田
輝
和
・
丸
山
清
美
・
小
倉

昭
治
・
石
引
八
重
子
・
島
根
敦
子

・
伊
勢
田
あ
き
・
小
泉
洋
・
古
賀

と
し
子
・
野
渡
朝
雄
・
太
田
洋
・

米
原
千
鶴
子
・
山
本
と
よ
子
・
飯

島
き
み
・
清
水
保
久
・
新
貞
子
・

影
山
勲
・
西
山
フ
ク
・
亀
山
友
義

・
秋
本
勝
造
・
西
澤
よ
し

明
第
二
地
区
＝
安
蒜
元
治
郎
・

芦
田
富
博
・
渋
谷
孝
・
田
中
悦
二

・
酒
井
昭
・
金
井
二
三
・
北
沢
富

久
・
大
塚
忠
信
・
高
橋
巌
・
高
中

り
ん
子
・
村
松
幸
造
・
青
木
耀
子

・
阿
部
ミ
ェ
コ
・
芦
田
晋
二
・
水

巻
章
・
早
野
千
代
・
秋
谷
善
市
郎

・
山
本
淑
子
・
廣
瀬
謙
一
・
能
見

正
一
・
安
蒜
淑
子
・
大
洋
壽
子
・

仲
田
成
作

・
飯
箸

彦
次

・
八
巻

豊

子

・
児
玉
国
代

・
臼
井

栄
子

・
佐

・

藤
と
み
江

・
石
毛

秋
子

・
田

島
輝

子

・
本
田
和
子

・
田
村
守
弘

・
岩

田
映
子

吶
第
三
地
区
・
・
五
十
嵐
義
雄
・

山
口
伊
保
子

・
野
々
下
光
枝

・
鷲

見
起
世
子

・
天
野
康
郎

・
藤

枝
伸

一
・
増
田
ト
メ
・
飯
沼
冽
・
藤
田

志
津
・
島
倉
信
次

・
佐
々
木
昌
子

・
渡
邊
利
信

・
梶
野
久
男

・
霜

村

実
・
小
澤
と
よ
・
松
丸
裕
・
佐
藤

晃
・
渡
邊
芳
太
郎

・
船
井
陽
子

・

澤
田
功
・
鉄
矢
利
枝
・
染
谷
清
・

勅
使
河
原
房

・
小
林
重
雄

・
平
塚

欣
兄
・
瀧
田
泰
子

明
第
四

地
区
・
：
赤
石
ミ
ヨ
シ

・

鈴
木
武
・
小
野
園
子
・
鑓
田
孫
作

・

橋
本
有
子
・
秋
元

省
三

・
秋
山
淳

子
・
小
池
静
江

・
高
山
高
男

・
福

士
春
江
・
佐
藤
弘
子
・
菅
本
晃
平

・

清
水
秋
乃
・
戸
張
清

・
清
野
美
津

江

・
泉
フ
ミ

・
丸
山
昭
三

・
吉
田

勝
雄
・
高
橋
さ
く

・
宮
山
俊
夫

・

橋
本
実
・
公
手
八
重
子

・
小
林
静

子
・
加
藤
初
枝
・
鈴
木
貫
・
村
松

あ
つ

子
・
坂
上
伊
智
子
・
廣
瀬
好

美
・
鈴
木
専
司

矢
切
地
区
・
こ
伊
藤
政
代

・
小

宮

せ

き
・
小
寺
泰
司

・
島
村
晃
道

・

斎
藤
和
江
・
阿

部
彦
助
・
布
施
博

・

浅
野
巌
・
宮
澤
す
み
子
・
関
や
よ

い
・
片
山
恵
子
こ
高
安
勇
・
深
山

千

枝
子
・
渡
辺

泰
子
・
木
村
綾
子

・

小
浜

道
代
・
近
藤
貞
子
・
笹
川
則

子
・
宮
本
そ
の
・
網
代
亀

太
郎
・

本
田
美
江
・
中
村
な
か

・
内

田
ヤ

エ
子
・
北
川
幸
子
・
木
村

和
子

・

稲
垣
な
み

東
部
地
区
・
＝
鈴
木
利
信

・
川
上

勝
次
・
浮
ヶ
谷
信
一
・
関
広
子
・

浮
ヶ
谷

二
三
雄
・
石
井
元

吉
・
渡

辺
昌

平
・
小
口
晃
・
石
井
喜
代
子

・

萬
年
シ
マ
子
・
湯
浅
之
男

・
湯
浅

長
男
・
小
川
孝
雄
・
齋
藤
浩
・
渡

来
進
太
郎
・
渡
辺
國
代

・
松
丸

一

郎
・
岡
田
志
知
郎
・
石
橋

一
雄
・

龍
谷

古
嬢
・
近
藤
英
・
久
保
田
和

子
・
高
橋
清
・
矢
野
久
芳

・
宮
口

富
信
・
松
戸
政
雄

馬

橋
地
区
・
こ
宇
田
川
本
二

・
小

松
敦
子

・
松
井
久
子
・
大
内
千
恵

乃

・
梅
山
久
子
・
高
橋
と
く

・
南

雲
佳

世
子
・
冨
永
芳
恵

・
加
納
貞

・
平
川
尚
志
・
馬
場
烝
治
・
川

津
勇
・

宮
尾
み
よ

子
・
伊
藤
久
美
子

・
加

藤
江
と
子
・
小
川
光
次
・
齋
藤
ま

さ
・
島
野
育
夫
・
龝
谷
洋
子
・
清

水
一
枝
・
染
谷
良
子
・
早
川
正
夫
・

庄
司
里
子

・
飯
箸
文
子
・
佐
藤
八

重
子
・
井
上
勝
雄
・
木
幡
マ
サ
ノ
・

栗
原
幸

三
・
小

柴
幸
夫
・
石
田
ナ

リ

・
斎
藤
つ

や
・
花
嶋
誠

・
小
島

洋
子新

松
戸
第
一
地
区
・
＝
横
田
美
津

江
・
宮
田
多
喜
子
・
藤
間
弘
・
田

中
秀

雄
・
飯
田

富
士
子
・
村
山
弘

子
・
大
石
す
み
子
・
星
野
リ
ツ
子

丹
野
成
美

・
田

中
潔
・
東
風
信
夫

・
大
川
テ
ツ

・
花
嶋
千
枝
子

・
木

村
晴
男

・
小

竹
英
子

・
鈴
田
幸
子

・
玉
井
亮
子
・
石
川
健
一
・
大
橋

徳
治新

松
戸
第
二
地
区
＝
・
加
藤
滋
・

小
池
幸
代

・
大
村
庸
子

・
田
島
玲

子

・
加
藤

由
次
郎
・
東
千
恵
・
鈴

木
隆
範

・
宍
戸

シ
ズ
エ
・
小
菅
惇

・
国
井

武
・
小
林
サ
ト

・
海
老
原

智
恵
子
・
簗
瀬
静

・
川
上
千
代

・

石

川
栄
助
・
野
口
久
美
子
・
宮
崎

幸
子
・
阿
部
尚
・
藤
原
澤
子
・
佐

藤
由
蔵
・
萩
原
勢
治

・
宍
戸
貞
子

・
津
倉
京
子
・
四
宮
祥
江
・
三
ツ

橋
實
・
宮
嶋
勇
・
中
島
信
男
・
宮

井

嘉
則
・
川
原
貞
子
・
嶺
崎
道
子

高

木
地
区
・
＝
飯
沼
治
・
高
橋
宏

・
高
橋
渉
平
・
金
子
秀
春
・
渡
辺

昇

・
原
正

男
・
土
屋
武

・
上
野
清

子
・
高
橋
源
一
・
石
野
ナ
ミ
子
・

安
蒜
清
・
高
橋
英
・
小
暮
高
一

熊
田

幸
雄
・
眞
嶋
昇

・
小
嶋
節
子

・
湯

浅
洋
子
・
星
野
平
八
郎
・
山

野
美

枝
子
・
戸
沢
弘
子
・
高
橋
正

雄
・
小
池

政
義
・
鎗
田
弘
子
・
木

谷
蓉
子

・
晦
日

さ
だ
・
折
原
延
佶

・
浅
野

カ
ヨ
子

・
中
市
郁
子
・
久

保
田
喜
代
子
・
久
保
せ
つ
子

常
盤

平
地
区
・・
・
中
莖
佑
幸
・
鳥

澤
信

夫
・
木
村
庸
子
・
小
島
清
造

・
沖
山
み
よ
子
・
坂
巻
利
雄
・
坂

巻
勝

・
斎
藤
孝

子
・
岩
波
み
っ

ゑ

・
杉
浦

孝
夫
・
久
保
木
玲
子
・
松
井

典
子

・
伊
東
正

義
・
杉
浦
ふ
み

子

・
石
井
庄

次
郎
・
越
川
政
吉
・
吉

田
孝
子

・
飯

生
晴
美

常
盤

平
団
地
地
区
・・
大

木
と
し

子

・
北

村
和
男

・
小
河

原
芳
明

・

羽
住
愛
子
・
市
毛
淺
子
・
米
田
次

郎

・
豊
田

孜
・
穂
鷹
守
・
前
田

千

枝

・
坂
井

豊
・
大
嶋
愛
子
・
磯
部

み
つ
子
・
行
田
松
治

五
香
地
区
＝
・
中
嶌
嘉
・
安
西
和

子

・
佐
久
間
末
吉

・
對
比
地
靜

一

・
田
邉

孝
子
・
黒
沼

た
か

・
田

岡

慶
子

・
比
屋
根
孝
子

・
下

藤
芳
太

郎
・
長
澤
力
・
佐
々
木
四
郎
・
池

田
と
志
子

・
岡
田

シ
ゲ
子
・
小

野

幸
子

・
村
田
敏
美

・
荒

木
幸
子

・

秋
山
冷
子

・
堀
井
裕
子

・
中
川

一

雄
こ
遠
山
千
枝
子
・
宇
賀
神
ミ
キ

・
高
橋
忠
四

郎
・
伊
佐
地
マ
ツ

・

山

崎
照
雄
・
染
谷
美
代
子
・
吉
原

久

喜
・
文
入
加
代
子
・
藤
原
貞
夫

六

実
地
区
・・
座

間
松
枝
・
川
井

禄

郎
・
秦
野
政
三
・
池
田
幸
子

・

石
井
喜
代
子
・
藤
井
侑
子
・
大
野

直
子
・
富
澤
凡
一
・
野
崎
眞
澄
・

堺

由
美
枝
・
戸
部
秋
三
・
米
山
耕

作

・
鈴
木
重
光
・
森
滋
子
・
神
田

小
百
合
・
皆
川
栄
一
・
森
谷
繁
樹

・
北

嶋
健

造
・
皆
川
節
子

小

金
北
部
地
区
＝
・
池
田

清
・
久

津
谷
初
枝
・
太
田
晋
之
助
・
石
井

肇
・
早
川
次
雄
・
大
野
昭
成
・
岡

部
泰

政
・
須

藤
晃

・
谷
山
弘
子
・

古
家
操
・
迎
榮
子
・
三
田
寺
進
・

加
納

英
子

・
浅
野
初
枝
・
三
浦
敦

子
・
橋
本
由
利
・
長
崎
さ
だ
・
酒

井
涼
子

・
鈴

木
和
子

小

金
南
部

地
区
・・
・
樋
口
蘭
・
横

山
ユ
ミ
子
・
池
田
重
江
・
竹
内
能

一
・
清
水
悦
子
・
篠
原
春
代
・
上

村
俟
子
・
竹
内
昭
一
・
明
石
美
津

枝
・
今
井
百

合
子
・
勝
村
正
・
梅

澤
登
代
子
・
照
沼
雅
恵
・
牧
野
亨

・
柏
崎
幸
治

・
栗

原
富
枝
・
鈴
木

銀
蔵
・
林
克
忠
・
吉
野
壽
作
・
柳

下

き
み

小
金
原
地
区
二
高
橋
宏
・
佐
藤

善
次
郎
・
鈴
木

ロ
ク
・
須
田

惠
美

子
・
佐
野
ト

ヨ
・
血
矢
恵
子
・
高

橋
良
一
・
山
本
和
男
・
林
祐
子
・

笠
木
ト
モ
・
山
野
辺

は
る
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人
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明るい選挙習字作品募集

E〉内容…明るい選挙および明るい社会を表現す

るもの

l〉対象…市内在住の小・中・高校生( 各学校を

通じて応募して下さい)

l〉規格…半切画仙紙(135cmX35cm)

【〉規定…応募作品には学校名・学年・氏名を記

入。自作のもの1 人1 点。応募作品は返却し

ません。

E〉賞…入選者には、賞状・記念品、全応募者に

参加賞を差し上げます。

r〉入選作品展示…平成2 年1 月30日(火)～2 月

4 日(日)の間文化ホールに展示します。

【〉締切…平成2 年1 月16日(火)

l〉詳細…市選挙管理委員会事務局管理係

しいたけ栽培資材のあっせん

l〉価格…原木(長さ90cm)1本240円、種駒20個

( 原木1 本分)120 円、打ち込み用丸のみ1 丁

1,900円、のみ替え刃1 個600円、電動ドリル

用替え刃1 個600円

※いずれも消費税込み

【〉あっせん数量…原木3,000本

※1 人10本まで。申し込み多数の場合は抽選

l〉対象…市民

l〉配布…あっせん確定者には、平成2 年1 月下

旬に通知します。

l〉申込み…12月20日(水)までに、往復ハガキに

希望品目と数量・住所・氏名・電話番号を記

入して、〒271 松戸市根本387-5 松戸市役所

農政課内松戸市森林組合へ

第5 回松戸市歩こう会

江戸川堤をゆっくり歩いて本土寺へ

l〉日時…12月17日(日)午前8 時30分松戸駅西口

デッキ上集合( 時間厳守)

※小雨決行。中止の場合は、24日(日)に延期

【〉コース…松戸駅前一市営江戸川運動公園( 三

郷市) ・昼食一流山街道一鰭ヶ崎一中金杉一

幸田一本土寺( 午後2 時着予定・現地解散)

歩行距離約12km

l〉費用…保険料など1 人300 円(1 家族4 人'ま

では500円)

l〉持ち物…弁当・雨具・水筒

l〉定員…先着150人

l〉申込み…ハガキに住所・氏名・性別・年齢・

電話番号を明記して、〒271 松戸市上矢切299

－1 矢切公民館内松戸市歩こう会実行委員会

(登68-1241 内線44番) へ

保健セミナー講演会

「40にして貴女はマドモアゼル」

l〉日時…12月13日(水)午前10時～正午

1〉会場…常盤平市民センターホール

E〉講師…日本家族計画協会市ヶ谷クリニック所

長・北村邦夫氏

E〉費用…無料

l〉定員…先着200人

r〉申込み…電話で健康管理課常盤平方面保健室

S84-1333 番へ

松戸市の職員給与等について

職員手当の状況

職員手当の状況
区 分 松 戸 市 国

期末手 当

勤 勉手 当

（ 支給割合） 期末手当 勤勉手当

63年12月 期1.9 月分0.6 月 分

元年3 月 期0.5 月分 一 月 分

元年6 月 期1.4 月分0.5 月 分

計3.8 月分1.1 月 分

（支給割合 ） 期末手当 勤勉手当

63年12 月期1.9 月分0.6 月分

元年3 月期0.5 月分 一 月分

元年6 月期1.4 月分0.5 月分

計3.8 月分1.1 月分

退職手 当

（支給率） 自 己都合 勧奨 ・定年

勤続20年21 月分37.62525 月分

勤続25年28.375 月 分48.86175 月分

勤続35年48.125 月 分69.462 月分

最高限度 額61.875 月分69.462 月分

その他の 加算 措置 制度なし

退職時特別昇給

勤続20年以上 の勧奨・定年退 職者2 号俸

( 支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続20年21 月分28.875 月 分

勤続25年33.75 月分44.55 月 分

勤続35年47.5 月分62.7 月 分

最 高限度額60 月分62.7 月 分

そ の他の加算措置

定 年前早期退職特別 措置(2％～20％加算)

退職時特別昇給1 号 俸

1. 退 職手 当 支 給 率 は平 成 元 年4 月1 日現 在 です 。

2. 松 戸 市の 自己 都 合の 最 高 限 度額 に つ い ては 、15 歳 採 用 の者 が60 歳 ま で勤 務 し 、45 年 間 勤

続し た 率 です 。

調 整 手 当

(元年4 月

1 日 現在)

支給対 象地域 全 地 域

支給率 10％

支給対象 職員数 3,095人

国の制度（ 支給率） 3 ％

支給対 象職員1 人当たり 平均支給年 額(63 年度決算) 312,750円

特 殊 勤 務

手 当

(63年 度)

区 分 全 職 種

職員全体 に占める 手当支給 職員 の割合 47.4％

支給対 象職員1 人当たり 平均 支給年額 58,203 円

手当の 種類（手当数） 29種類

代表的な手当 の名称

支給額の多い手当 技術研究調査手当
、保育 手当、し

尿 ・ゴミ 等収集処 理手当 、特殊現
場勤務手当、自動車 運転手当

多く の職員に支給

さ れている手当

保育手 当、危険 作業手当、技術研究

調査手当 、税務手 当、救急出 動手当

時 間 外

勤 務 手 当

63年度
支給総額 719,033 千円

職員1 人当たり 支 給年額 268千円

62年度
支給総額 629,096 千円

職員1 人当たり 支給年額 235千円

(平 成 元年4 月1 日 現在)

区 分 内 容 国の制度
と の異同

国の制度と 異なる 内容

扶養手当

配偶者16,000 円

配偶者以外の扶養親族のうち2人 各4,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち圦10,500 円

そ の他の扶養親族1,000 円

同 じ

住居手当

借家 ・借間居住者

・8,500円を超え16,500円以下の家賃支払者

家S-8,500 円

'16,500円を超える家賃支払者

(家S-16,500 円)×％十8,000円≦21,000円

持家 居住者4,500 円

その他の者1,500 円

異なる

国の場 合

借家 ・借間居住 者

・11,000円を超え20,500円以下の家賃支払者

家S-11,000 円

・20,500円を超える家賃支払者

(家賃-20,500円)×％+9,500円≦21,000円

持家居住者

・新築・購入後5 年間2,500 円

oその他1,000 円

通勤手当
21,000 円 以下の運賃 運賃の全額

21,000 円を 超える運賃

(運賃-21,000円)×％十2U00 円≦26,000円

同 じ

特別職の報酬等の状況（平成元年11月1 日現在）

区 分 報 酬 等 月 額 期 末 手 当

市 長

助 役

収 入 役

920,000円

770,000円

670,000円
(支給割合)

63年12月 期2.5 月分

元年3 月 期0.5 月分

元年6 月 期1.9 月分

計4.9 月分

議 長

副 議 長

議 員

640,000円

580,000円

510,000円

E〉詳細…人事課給与係

経営・融資相談

l〉日時…12月20日(水)午前10時

～午後4 時

l〉会場…市役所市民相談コーナ

－

l〉内容…経営および融資全般

C〉相談者…中小企業経営コンサ

ルタント

l〉費用…無料

1〉詳細…商工課振興係

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

松戸市中小企業融資制度

卜 運 転 資 金 設 備 資 金

融資対象 市内に営業所を有し
、1 年以上引

き 続き同一事業を営 み、市税を完
納し ていること

融資限度額 500万円 1,000万 円

返済期間 3 年以内 ７年以内

融資利率
1 年以内 年5.09a 、3 年 以内 年

5.5％、 フ年以内 年5.7 ％

利子補給率
小 売商業 年3.26%

そのほか 年1.26%

信用保証料
融資額50 万円以 下 年0.55 ％
融資額100 万 円以下 年0.8 ％
融資額100 万円超 年1.0 ％

※融資額の合計が450万円以内の場合は、無
担保・無保証人制度があります( 税額・従
業員数の制限があります)。

E〉詳細…商工課融資係

小金原成人学校

ダンプ園長子育てを語る

1〉日時…12月9 日(土)午後1 時

3〔〕分～3 時30分

E〉会場…小金原体育館会議室

r〉費用…保育を希望する人は、

おやつ代50円

【〉講師…わらしこ保育園園長・

高田敏幸氏

t〉申込み…当日会場で

c〉詳細…社会教育課成人教育係

かたり商法など

悪徳商法にご注意を

ふるさ と便

「松戸名 産の ねぎ」

l〉価格…矢切ねぎ1 箱 （泥ねぎ6kg 入 り）

＝2,000円、あじさい葉ねぎ1箱（洗

ねぎ1.5kg 入 り)=1,30 〔〕円

※いずれも送料別、消費税込みの価格で

す。

t〉引渡し・発送…12 月15日（金）～25 日（月）

1〉申込み…12 月5 日（火）～20 日（水）の間

に、矢切ねぎは、松戸市農協経済セン

ター（登41 ―5151 番 ） または最寄りの

同農協各支店 〔土・日曜日を除く〕へ、

あじさい葉ねぎは、干葉小 金農協（容

42一1079 番 ）〔日曜日を除く〕へ

市民の皆さんに松戸市の一般職

および特別職の給与等について理

解していただくため、その概要を

お知らせします。

職員給与等の状況

人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民 基本台帳

人口( 年度末)

歳 出 額

A

実質収支 人 件 費

B

人 件費率

（B ／A ）

(参考)

62年度の人件費率

63年度
(元.3.31)

445,605人

千円

79,341,573

千円

2,709ぷ2

千円

19,829,117 25.0% 25.4％

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

一般職員給与費の状況（普通会計当初予算1

区分 職員数A
給 与 費 1 人当たり

給 与 費

(B ／A)

職員1 人当たりの住民数

給料
職員手当 期末勤勉手当 計B 松戸市 県内市分平均

元年度
(元.4.1)
3,130人

千円

9,559,186

千円

3,020,817

干円

4,452,422

千円

17,032,425

干円

5,442

人

142.4

人

119.8

1。こ の「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当。特殊

勤務手当、時間外勤務手当等が含まれ児童手当、退職手当を除いたものです。
2.職 員1 人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市

は、他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成元年4 月1 日現在）

区分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平 均給料月額 平均年 齢 平均 給料月額 平 均年齢

松戸市 253,500円 37歳8 月 24气400 円 48歳6 月

国 246,475円 39歳3 月 227,561円 47歳8 月

1.一 般 行 政 職 とは 、税 務職 、医 療 職 、 消 防職 、 軋 企 業職 、 技能 労 務職 等 を除 い た 職

員 をい い ます。

2.技能労務職とは、自動車運転手、守衛、作丿月務員、給食調理員等をいいます。

職 員 の 初 任 給 の 状 況 （ 平 成 元 年4 月1 日 現 在 ）

区 分

松 戸 市 国

初 任 絽 採 用2 年 経過日 の
給 料 額

初 任 給 採用2 年 経過日 の
給 料 額

一 般行政職
大学卒 137.400円 151,900円

I 種141.000 円 155,200 円

II種121,100 円 133,500 円

高校卒 111，500円 119,600円 102,200円 108,800円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成元年4 月1 日現在）

区 分 経験年 数10年 経験年 数15年 経験年数20年

一 般行政職
大学卒 218,036円 261,535 円 312,672円

高 校卒 193,513 円 224,239 円 261,116円

技 能 労 務 職 164,000 円 197,841円 229,186円

経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の
年数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算し

た年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況（平成元年4 月1 日 現在）

な ぺ こ 8 級 フ 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

部 長 課 長
補佐

主 幹 係 長 主任主事 バ 事務

員技

術員

卜
職 員 数 24人 121人 64人 165人 206人 639人 617人 74人 1,910人

構 成 比 1.3％ 6.3％ 3.3% 8.6 ％ 10.8% 33.596 32.396 3.99$ 100％

参

考

1 年 前 の
構 成 比

1.2% 6.3% 3.0% 乙2 ％ 9.9％ 25.5％ 42.7％ 4.296 100%

ご 覽ヽ
、
1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 6 等級卜

5 年 前 の
構 成 比

1.3％ 5.8 ％ 10.856 14.1% 63.2％ 4.8％ 100 ％

1。給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
3.昭和61年4 月1 日から従前の6 等級制を8 級制に改めました。

昇給期間短縮の状況

区 分 合 計 一般行 政職 技能労 務職

63年度

職 員 数 （A ） 2,445 人 1,892 人 553 人

普通昇 給期間（12～24 月）を
短縮し て昇 給した職員 数（B ）

46人 33人 14人

比 率
（B ）／（A ）

1.9 ％ 1.796 2.5 ％

62年度

職 員 数 （A ） 2,450 人 髱894 人 556 人

普通昇 給期間（12～24月）を
短縮し て昇 給し た職員数（B ） 47人 34人 12人

比 率
（B ）／（A ） 1.9% 1.896 2.2 ％

寄
附
あ
り
が
と
う

多
く
の
人
た
ち
か
ら
貴
重
な

ご
寄
附
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
す
。

皆

さ
ん
の

寄
附
は
、

ご
趣
旨

に
沿

っ
て
使

わ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す

。

（
平
成
元

年
四
月
～
九
月

末
日

）

▽
福
祉
関
係
へ
E

寺
田
昭
男
、

山
喜

会
、
千

草
良
寿
、
常
盤
平

六
丁

目
婦
人

会
、
小
川
伊
久
子

、

岡

田

進
、
鈴

木
政

文

、
南

昭

次

、
す
み

れ
F

・
D

同
好
会
、

茨

城

県

人

会
、
豊

峻

会
、
ら

ん

ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル

、
（
株
）
浅

野
工
務

店
安
全
協
力
会
、
栄
町

四
丁
目
町
会

、
京
葉
瓦
斯
（
株
）

松
戸

支
社
、（
有
）
岡
田
産
業

、
陣

ヶ
前
こ
と
ぶ
き
会
、
千
葉
県
自

転
車
軽

自
動

車
商
協
同
組
合
松

戸

支
部
、
社
交
ダ
ン
ス
す
み
れ

会
、
八
田

一
、
中
村
攻
、
松
戸

市
畳
業
組
合
、
鈴
木
利
、
鈴
木

吉

次
、
星
幸
会
、
松
戸
名
人
会
、

遠
藤
享
子
、
森
川
光
康
、
谷
口

牧
子
、
エ
ー
・
エ
ル
・
テ
ィ
産

業
（

株
）
、
加
納
喜
三
、
野
呂
妙

子
、
千
葉
県
立
松
戸
高
等
学
校

生
徒
会
家
庭
委
員
会
、
千
葉
北

部
読
売
会
松
戸
支
部
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
、
株
）

小
川
製
作
所
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
松

戸
婦
人
部
、
千
葉
興
業
銀
行
馬

橋
支
店
・
（
株
ノ
ー
ブ
ル
、
河

野
徹
、
ナ
コ
ス
馬
橋
店
、（
株
）

松
栄
、
星
野
平
八

郎
、
森
川

光

康
、
日

本
電
信

電
話
（
株
）
松
戸

支
店
、
新
松
戸
口
ー
タ
リ
ー
倶

楽
部
、
相
羽
忠

勝
、
檜
山
嘉
也
、

浜
島
代
志
子

、
松
戸

市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会

・
松
戸

市
梨
研

究
会
、
千
葉
県
理

容
環
境
衛
生

同
業
組
合
松
戸

支
部
婦
人
部

、

味
華
、
山

吉
春

栄
、
江
戸
川

学
園

豊
四

季
専
門
学
校
、
池
田

紀
久

男
土

山
謙
治
、
渡
辺
福
太
郎
、田

村
裕
、
（
有
）
佐

々
木

商
事
、
松

戸
地
区
民
生
委

員
、
み

ど
り
ダ

ン
ス
ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
、
丸

山

富

司
雄

五香分館が休館します

市立図書館五香分館は、市民

センターエ事のため、平成2 年

1 月10日(水)～2 月10日(土)の

間休館します。

E〉詳細…市立図書館S65-5115 番

運動公園が臨時休館します

運動公園は、受水槽清掃と館

内整備のため、12月26日(火)は

臨時休館しますO

E〉詳細…市民スポーツセンター

S63-9241 番

世界平和都市宣言i

記 念事業i

冬 休 み親子映画 鑑賞会1
：

D’日時…平成2 年1 月5 日(金)午 後1 時30 分 ～31

時40 分( 開 場は午後1 時)l

l〉会 場…市民劇場I

E》内容…「ヒロシマのエ ノキ」「ドン松五郎の生 ｜

、1活」:

l〉定員…先着442 人 ｜

※12 月20 日(水) に 入場券を送付しますので、当日 ｜

持参下さい。i

E〉申込み…往復ハガキに住所・氏名・電話番号・i

希望 人数( ハ ガキ1 枚 に3 人 まで) を 記入し、i

〒271 松戸 市根本387 －5 松戸市役所総務部庶l

務 課へi



現在の松戸神社

べんりな豆知識

本籍地が市内であれば、どこでも( 市民課・各支所)

戸籍謄(抄)本が取れます

マイスクール
花と実と芯

㎜y
活 気 のあ つ た 総会

戸

籍

の

届

け

出

方

法

③

前
回
ま
で
に
出
生
届
と
婚
姻
届

の
方
法
に
つ
い
て
述
べ

ま
し

た
が

、

今
回
は
死
亡
届
と
転
籍
届
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

1－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Q

今
朝
ほ
ど
、
市
内
の
病
院
で

父
が
亡
く
な
り
ま
し
た

。

い

つ
ま

で

に

、
ど

こ

の

役

所

（
役
場
）
に
届
け
出
を
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ

う
か

。
ま
た
、
松
戸
市

営
火
葬
場
を
使
用
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

で
し
ょ
う
か
。

A

戸
籍
法
で

は
、
死
亡
し
た
日

を
含
め
て
七
日
以

内
に
届
け
出
を

し

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
て

い

ま
す
（
七
日

目
が
日
曜
日
や
祝

日
に
当

た
る
と

き
は
、
翌
日

の
八

日
目
に

届
け

出
て

も
差
し
支
え
あ

り

ま
せ

ん
）
。

届
け

出
は

、
右
半
分
が
死

亡
診

断
書
（
死
亡
し
た
病
院
の
医
師
が

証
明
し

た
も
の

）
に

な
っ
て

い
る

死
亡
届
書
を
使
い
、
印
鑑
を
持
っ

て

、
①
死
亡
地

②
届
出
人

の
住
所

地

③
死
亡
者
の

本
籍
地
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
I

カ
所
の

市
・
区

役
所

（
町

・
村
役
場
）
に

届
け

出
て
下

さ

い

。

市

営

火

葬

場

を

使

用

す

る

場

合

は

、

死

亡

届

と

交

換

に

埋

火

葬

許

可

証

と

火

葬

場

の

使

用

許

可

書

を

交

付

し

ま

す

の

で

、

親

族

・

葬

儀

店

・

住

職

な

ど

と

相

談

し

て

、

①

火

葬

の

日

（

暦

の

友

引

と

一

月

一

日

上

二
日

は

休

み

）

②

火

葬

の

時

間

（

午

前

九

時

・

十

時

三

十

分

・

正

午

・

午

後

二

時

・

三

時

三

十

分

の

五

回

。
一

回

に

つ

き

五

体

ま

で

）

③

火

葬

場

に

備

え

て

あ

る

霊

き

ゅ

う

車

の

使

用

の

有

無

が

決

ま

り

次

第

、

市

民

課

に

電

話

で

予

約

し

た

後

、

死

亡

届

を

提

出

し

て

下

さ

い

。

な

お

、

火

葬

の

時

間

を

決

め

る

場

合

、

死

亡

原

因

が

法

定

伝

染

病

以

外

は

、

死

亡

後

二

十

四

時

間

を

経
過
し
な
け
れ
ば
火
葬
で
き
ま
せ

ん

の

で

注

意

し

て

下

さ

い

。

－
－
－
―－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－
1－
－
－
－

Q

私

の

家

族

（

両

親

と

私

た

ち

夫

婦

、

子

ど

も

二

人

）

は

、

松

戸

市

に

住

ん

で

十

五

年

近

く

た

ち

ま

す

。

パ

ス

ポ

ー

ト

の

申

請

な

ど

で

戸

籍

謄

（

抄

）

本

が

必

要

な

と

き

、

郷

里

の

役

場

か

ら

郵

送

で

取

り

寄

せ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、
不

便

で

す

。

松
戸
市
に
本
籍
を
移
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
必
要
で
す
か
。

A
本
籍
を
移
す
届
け
出
を
転
籍

届
と
い
い
ま
す
。
転
籍
届
に
は
、

夫
と
妻
の
署
名
と
別
々
の
押
印
が

必
要
で
す
。
な
お
、
添
付
書
類
と

し
て
戸
籍
謄
本
（
三
ヵ
月
以
内
に

発
行
さ
れ
た
も
の
）
二
通
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
家
族
の
場
合
で
す
が

戸
籍
は
「
夫
婦
単
位
」
で
編
制
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
両
親
と
あ

な
た
た
ち
夫
婦
子
ど
も
た
ち
を

含
む
）
の
戸
籍
は
別
個
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

家
族
全
員
で
転
籍
を
す
る
と
き

は
、
ご
両
親
と
あ
な
た
た
ち
夫
婦

の
二
件
の
転
籍
届
が
必
要
で
、
添

付
す
る
戸
籍
謄
本
も
各
二
通
ず
つ

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
転
籍
届
に
限
ら
ず
、
届
け
出
後

す
ぐ
に
新
し
い
戸
籍
謄
（
抄
）

本
の
発
行
を
求
め
る
人
が
い
ま

す
が
、
一
週
間
ぐ
ら
い
か
か
り

ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
届

け
出
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

マ
詳
細
・
＝
市
民
課
戸
籍
係

ま
つ
ど
の
歴
史
3
1

松
戸
村
地
頭

高
木
氏

武
田

信
吉
が
文
禄
元

年
（
一
五
九
二
年
）
に

佐
倉

領
へ

転
封
し

た
後
、
松
戸
村
五
百
石
は

高

木
九

助
広
正
（
の
ち
に
三
千
六
百
石

）
と
、

広
正
の
二
男
九

兵
衛
正
次
（
の

ち
に
三
千
三

百
石
）
の

采
地
の

一
部
と
し
て

あ
て

が
わ
れ

ま
し

た
。

以
来
広
正
の

本
家
筋
は
元
禄
生

年

二

六
九
八

年
）
の

地
方
直
し
に
よ
る
遠
江
国
へ

の
采
地
替
え
ま
で
の

百
六
年
間
、
分
家
筋
の

正
次
と
そ
の
養
子

正
勝
は
文
禄
二

年
（
一
五

九
三
年
）
か
ら
正

勝
に

子
が
な
く
明
暦
三
年

（
一
六
五

七

年
）
に

病
死
す
る
と
同
時
に
絶

家
す

る
ま
で
の

六
十
四

年
間
、
と
も
に
地
頭

と
し
て

松
戸
村

を
支
配
し
ま
し
た
。

九
助
広
正
二

五
三
五
上

六
〇
六
年
）
は

早
く
か
ら
家
康
に
仕
え

、
永
禄
元

年
（
一
五

五

八
年
）
の
三
河
品
野
城
攻
め
で
は

信
長
方

に

あ
り
、
初
陣
で

敵
将
を
倒
し

、
続
く
多
く

の
合
戦
で
勇
猛
を
は
せ
ま
す
。
み
か
た
か

と
く
に
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
年
）
の
三
方

原
合
戦
で

は
、

退
却
す

る
家
康
の
馬

が
銃
弾

で

倒
れ
、
す
ぐ

自
分
の
馬
を
差
し

出
し
て

助

け
ま
す
。

そ
し
て

追
尾
し
て
き

た
信
玄
の
法

師
武
者

で

大
力

の
聞
こ
え
高
い
大
隈
入
道

を
組
ん
で

討
ち
取
り
、
浜
松
城
へ
首
級
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

折
か
ら

城
内
は
負
け

戦
で

混
乱
状
態
で

し
た

が
、
家
康
は

一
計
を

案
じ
て

広
正
に

大
隈
入

道
の
首
を
槍
に
さ
し
、
敵
の
大
将
信
玄
の
首

を
打
ち

と

っ
だ
と
大
声
で

叫
ば
せ

、
城
内
を

駆
け
巡

ら
せ
ま
し
た
。
城
内
は

一
変
し
て

喜

び
に

変
わ

っ
て

落
ち
つ
き

、
そ
の
直

後
に

城

下
に
兵

を
進
め
て

き
た
信
玄
は
、
城
内
の

静

け
さ
に

警
戒
し
て

退
い
た
そ
う
で
す
。

正
次

も
ま
た
父
に

劣
ら

な
い

豪
傑
の
武
士

で
あ

っ

て
、
秀

忠
、
家
光
に

仕
え
、
寛
永
十

九

年
二

六
四
二

年
）
に

佐
渡
奉
行
で

職
を
退

い

た
後
、

慶
安
四
年
（
二
（
五
一
年
）
七
十
七
歳
で
没

す

る
ま
で
の

十
一
年
間
、
現
在
の
戸

定
館
の

地
に
館
を
構
え
て
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

元

和

四
年
（

二
（
I

五

年
）
二
月

、
正
次
は

父
の
菩
提
を
弔
っ
て
広
大
山
高
樹
院
松
龍
寸

を
館
下
の
根
古
屋
に
建
立
し
ま
す
。
同
寺
が

浄
土

宗
と
し
て

開
か
れ
た
の
も
、
父
の
広
正

が
若
い
こ
ろ
一
向
門
徒
の

乱
に

く
み
し
て

、家

康
の
機
嫌
を
損
ね
る
ほ
ど
の
熱
心
な
念
仏
信

徒
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
ま
ん
ざ
ら
無
関
係
で

は

な
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。「
広
大
山
」
の
「
広
」

は
、
広
正
の
一
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
し
ょ

う
。

開
基
で

あ
る
正

次
と
正
勝
の

墓
石

は
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
龍
寺
に
反
正
の
孫
正
則
の
ヽ
一
反
五

畝
廿
歩
の
土
地
を
（
寺
に
寄
進
し
）
除
地
と

す

る
旨
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。
正
勝
の
四
反
一
畝

除
地
の
文
書
も
あ
り

ま
し
た

が
、
現
在
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延
宝

期
（
一
六
七
三
年
）の

松
戸
村
絵
図
に

は
、
現
在
の
松
戸
神
社
の
地

に

御
領
所
陣
屋
敷
と
私
領
所
陣
屋
敷
の
書
き

入

れ
が
あ
り

ま
す
。
恐
ら
く
前
者
が
正
次
断

絶
後
の
天

領
地
支
配
代
官
陣
屋
で

、
後
者
が

本
家
正

則
、
正
長
の

陣
屋
で

あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
陣
屋
の
敷
地
は
三
十
間
に
二
十
二
間

の
六
十
六
坪
で
、
陣
屋

が
取
り

払
わ
れ
た
元

禄
十
一
年
以
降
の
空
き
地
に
、
松
戸

村
の

鎮

守
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
鎮
守
脇
の

橋
に

陣
屋

口
の

名
が
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
理

由
か
ら

で

す
。

（
参
考
資
料
・
松
下

邦
夫
著

「
松
戸
の
歴

史
案
内
」
）

「
花

も
実
も
芯
も
あ
る
栗
中
の

生
徒
」
、
こ
れ
は
わ
が
栗
ヶ
沢
中

学
校
の
合
言
葉
で
す
。

栗
中
は
、
ま
さ
に
、
あ
い
さ
つ

や
部
活
動
が
盛
ん
と
い
う
花

授
業
や
行
事
が
充
実
し
て
い
る
と

い
う
実
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

そ
れ
で
は
芯
と
は
な
ん
で

し
よ
う
か
。

先
日
、
栗
中
で
は
「
生
徒
会
会

則
改
正
案
に
つ
い
て
」
の
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
則
の
改
正
と
い
う
の
は
初
の

試
み
で
し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た

体
育
館
中
に
意
見
や
拍
手
が
飛
び

交
う
と
い
っ
た
、
大
変
有
意
義
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
の
集
会
で
は
見
ら
れ
ぬ

一
人
ひ
と
り
の
い
き
い
き
と
し
た

顔
は
、
栗
中
生
の
芯
の
部
分
を
表

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

創
立
二
十
周
年
の
大
き
な
節
目

と
な
り
ま
し
た
。

（
三
年

中
山
明
子
）

市
立

栗
ヶ
沢
中
学
校

マ
所
在
地
・
・
小
金
原
九
｜
二
五
｛
1
4
1

1
5
1
7
8

番
・
佐
藤
時
昭
校
長

マ
生
徒
数
・
＝
九
三
七
人

葉
を
大
切
に

口
か
ら
血
が
出
て

止
ま
ら
な
い
と
き

最
近
は
夜
型
の
生
活
環
境
が

広
ま
っ
て
、
や
む
を
え
ず
、
仕

事
帰
り
に
歯
科
医
院
で
歯
を
抜

い
た
り
す
る
場
合
も
出
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
抜
歯
は
手
術
で
す
か

ら
、
一
日
働
い
て
く
た
び
れ
た

体
に
は
、
良
い
こ
と
と
は
思
わ

れ
ず
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
い

も
の
で
す
。
無
理
し
て
抜
歯
し

た
け

れ
ど
、
夜
に
な

っ
て
も
な

か

な
か

血
が
止

ま
ら
な
い
、
そ

ん

な
場
合
も
出
て

き

ま
す
。

血

が
止
ま
り
に
く
い
病
気
が

あ

る
か
な
い
か
は
、
し
っ
か
り

問

診
し
て

確
か

め
て

あ
る
は
ず

で

す
か
ら

、
あ
わ
て

ず
に
。

歯
を
抜
い

た
後
は
、
そ
の
個

所
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

出
血

を
止
め

ま
す
か
ら
、
血
が

’

止
ま
ら

な
い
原

因
の

一
つ
は
圧

‐

迫

が
不
足
し

た
た
め
で

す
。

‘

も
う

一
つ
は

、
う
が
い
の
し

過

ぎ
で

す
。

患
者

さ
ん
に
よ

っ
て

は
、
う

が
い
は
避
け
て
下
さ
い
、
と
注

意
を
受
け
て
も

血
の

味
が
す
る

と
気
持
ち

が
悪
い
の
で

、し
ょ
っ

一
ち
ゅ
う
う
が
い
を
繰
り
返
す
人

も
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
け

ま
せ

ん
。
つ

ば
き
と
共
に

出
す
程
度

に
し
て
下

さ
い

。
そ
の
ほ
か

、

歯
槽
膿
漏
の
た
め
に

突
然
出

血

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
止

め
方
は
同
じ
で
す

。

処

置

法

ガ

ー
ゼ
な
ど
で
口
中
の

血
液

か
ぶ

き
と
り
、
血
の
出
て
い

る

所
を
確
か
め
て
、
ガ
ー
ゼ
を
巻

い
た
指
や
、
固
く
巻
い
た
ガ
ー

ゼ
な
ど
で
強
く
そ
の
場
所

を
圧

迫
し
て

止
血
し
ま
す

。

緊
急
の
場
合
は
、
松
戸
歯

科

医

師
会
で
、
休
日
土
曜
日
夜
間

歯
科
診
療
所
を
衛
生
会
館
で
開

い
て

い
ま
す
。

ご
利
用
下

さ
い

。

※

休
日

土
曜
日

夜
間
歯
科
診
療

所
＝
土

曜
日

・
日

曜
日
・
祝
日

・
お
盆

・
正
月
の

午
後
八
時

～

生

時
｛
1
6
5－
3
4
3
0

番

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）



サ
ー
ク
ル

松

戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会

松
戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会
は
、
昭

和
五
十
四

年
十
二
月
に

成
人

学
校

の
卒
業
生
に
よ

っ
て

結
成
さ
れ
ま

し
た

（
現
会

員
数
二
十
三
人

）
。

ク
ロ

ッ
キ
ー
と
は
、
人
物
や
静

物
を
鉛
筆
や
筆

、
パ
ス
テ
ル

な
ど

を
使
っ
て
、
五
分
か
ら
二
十
分
く

ら
い
の
間
に
か
き
あ
げ
る
、
絵
の

速
写
の
こ
と
で
す
。

短
時
間
に
、
被
写
体
の
本

質
を

自
分
な
り
に
理
解
し
な
く
て
は

な

ら
ず
、
日
本
画
や
洋
画
は
も
ち
ろ

ん
、
デ
ッ
サ
ン
な
ど
と
と
も
に

、

あ
ら

ゆ
る
美
術
の
基
本
と
な

っ
て

い

ま
す
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
六
時
三
十

分
か

ら

、
市
民
会
館
に
い

ろ
い
ろ

な
美
術

分
野
の

絵
心
の

分
か
る
仲

間

が
、
自
由
に

集
ま
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
も
挑
戦
し
て

み
て

は
い
か

が
で

す
か
。

マ

連
絡
先
・・
・
中
野

四
6
7－
6
5
4

7
番

サークル

会員募集

壺宮華道研 究会

l〉日時…毎週 火曜日，午前10 時 ～

正午

1〉会場… 八柱市民センター

l〉対象…女性

l〉費用…月2,500 円( 入会金なし・

生花代は別)

l〉詳細…須藤登62 －1990 番

松 戸 ドイツ語読 書会

E〉日時…毎週土曜 日，午後2 時

～5 時

E〉会場…馬橋市民センター

E〉対象…初級終了程度

l〉費用…月1,000 円( 入会金な 凵

l〉詳細…元木c45 ―8466 番( 午後

7 時以降)

ペ ン習字 サー クル

E〉日時…毎 月第2 ・ 第4 水曜日，

午後6 時30 分～8 時30 分

l〉会場…市民会館

1〉費用…月1,500 円(入会金1,500円)

l〉詳細‥・木村容43 －0198 番

松 戸 ギタ ークラブ

l〉日時…毎週水曜日，午後6 時 ～

9 時

l〉会場…市民会館音楽室

l〉費用…月1,500 円(入会金500円)

C〉詳細…佐藤S42 ―6667 番

松 戸 ハ ーモニカ

ア ミーゴ

C〉日時…毎月3 回 金曜日，午後6

時30 分～8 時30 分

t〉会場…市民会館

【〉費用… 月2,500 円( 入会金1,000円)

【〉詳細…佐藤fi85 ―3255 番

木 彫杉 の会

1〉日時…毎月第1 ・第3 金 曜日，

午後1 時 ～4 時

l〉会場…市民会館

E〉費用…月2,500 円( 入会金1,000円)

E〉詳 細…深井S61 ―2785 番( 午 後

6時以降)

松戸 太 極拳

E〉日時…毎週日曜日，午後3 時～

6 時

E〉会場…馬橋市民センター

E〉費用…月2,000 円( 入会金2,000円)

【〉詳細…布施雲41－0878 番

松 戸 籐サ ークル

E〉日時…毎月第2 ・ 第4 火曜日，

午前9 時30 分～11 時30 分

|》会場…稔台市民センター

E〉費用…月1,500 円( 入会金1,000円)

l〉詳細…小磯登64 －6507 番

梨 香木彫サ ークル

t〉日時…毎月3 回 、火・金曜日、

午前10 時 ～午後O 時30 分

l〉会場…火曜日は稔台市民センタ

ー、金曜日は婦人会館

E〉対象…男性

E〉費用…月3,000 円( 入会金2,500円)

t〉詳 細…豊福音91 ―3263 番

ハイこちら内線600番

まちの話題をお知らせ下さい。

花園ヘキックオフ

専大松戸高校ラグビー部全国大会へ

第69回全国高校ラグビー大会の県予選決勝戦が、11月11日に千葉市の県総合運

動場で行われました。

決勝まで勝ち進んでいた専修大学松戸高校は、3 年連続5 回目の全国大会出場

を目指す強豪の干葉東高校を29対6 で下し、見事優勝。

この試合、全国大会への初出場に燃える専大松戸は、前半から自慢の強力フォ

ワードを中心に干葉東を圧倒。

後半もリードを広げ、創部25年目で全国大会初出場を果たしたフィフティーン

は、感激も新たに花園ラグビー場(大阪)での活躍を誓い合っていました。

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

E〉詳細…市民会館容68―1237～8 番、市民劇場容68－0070 番

市民会館

市民劇場 催し物
市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

12/600
民音 クロノス・カルテ
ットリサイタル ☆

19:00

9 山
劇団飛行船

「シンデレラ」☆
14:00

怛日）ちいさならいざな音楽会｜雪の降る街を「作曲家14:00
中田喜直の世界」帽

14困 松戸市民クリスマス 18:00

16(土)
こころのうたコンサート

眞理ヨシコほか ☆
15:00

恬日）
松戸芸術舞踊協会チャリ

ティー公演
13:00

21困 劇団ブリッジ ☆

「おかしな魔女の物語」

14:00

17:3022廁

23(土)
小金高校OB 吹奏楽団

定期演奏会
1∠1:00

24(Eヨ)第九コンサート ☆ 18:30

市 民 劇 場

期 日 内 容 開演時間

12/2 出 ジャズダンス発表会 ☆ 14:00

3(日)エレクトーン・ピアノ発表会 10:30

8 愬 名作映画会 13:50

9 山 ピアノ発表会 15:00

10(日)ピアノ発表会 13:00

13(水)くらしの講座音楽会バイオリン）1018 0000

15圀 劇団荒馬座鑑賞会 ☆ 18:30

17(日)定期演奏会 18:00

20團 ロックコンサート 17:30

21内 ロックコンサート 14:30

22働 ピアノ発表会 18:15

23圉 ピアノ・電子オルガン発表会 16 二30

24(日)

ピアノ・エレクトーン発表会 13:00

ピアノ, 声楽発表会 17:45

全
国
大
会
へ

向
け
練
習
に
も
力
が
入
り
ま
す

斉
藤

英
三
主
将

今
大
会
僕
た
ち
は
、
台
風
の
目
と
い

う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
波
に
乗
っ

て
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
し
た
と
き
は
、
ラ
グ
ビ
ー
を
や

っ
て
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
み
ん
な
が
一
生
懸
命
に
や
っ
た

結
果
で
す
。

花
園
で
も
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
前
に
出

る
自
分
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
を

や
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自由な雰囲気の中にも真剣さが



と も し び 読 書 会

r〉日 時 …12 月21 日( 木) 午 前10 時

～ 正 午

【〉 会 場 … 婦 人 会 館

D〉内 容 … 津 村 節 子 著 「 白 百 合 の

崖 」

に〉費 用 …500 円

l〉 申 込 み … 電 話 で 金 氏 昔62 －59

43 番 へ

編 物 文 化 協 会

手 編 み 製 品

チ ャ リ テ ィ ー バ ザ ー

【〉 日 時 …12 月15 日( 金) 午 前10 時

～ 午 後3 時

【〉 会 場 … 小 金 原 市 民 セ ン タ ー

【〉 詳 細 … 安 達 登43 －6898 番

沼 南 町 高 柳 文 化 財 史 跡 め ぐ り

E〉日 時 …12 月10 日( 日) 午 後1 時

東 武 野 田 線 高 柳 駅 前 集 合 〔 雨

天 の 場 合 は17 日( 日) 〕

E〉 コ ー ス … 高 柳 駅 前 一 宮 田 原 古

墳 群 一 香 取 神 社 一 徳 本 上 人 の

碑 ― 善 龍 寺( 五 葉 の 松) 一 福

寿 院( 観 音 堂) ― 藤 ノ 木 庚 申

塔 一 高 柳 駅 前 〔 徒 歩 約4km ・

3 時 間30 分( 休 憩 含 む) 〕

E〉費 用 …300 円( 資 料 配 布)

l〉 詳 細 … 松 戸 史 談 会 ・ 神 尾 容41

－2458 番( 午 後 の み)

--- 一一一一--- 一一--- 一一----一一一一一一~~一-一一一-一一----一

療 育 相 談

C〉日 時 …12 月14 日( 木) 午 後1 時

～1 時30 分 の 間 受 け 付 け

E〉 会 場 … 松 戸 保 健 所

C〉対 象 … 乳 児 の 股 関 節 脱 臼 検 診

未 受 診 者 や 整 形 外 科 的 な 心 配

の あ る18 歳 未 満 の 人( 乳 幼 児

は 母 子 手 帳 を 必 ず 持 参)

r〉申 込 み … 電 話 で 松 戸 保 健 所 保

健 指 導 課 登61 ―2121 番 へ

麻 し ん 予 防 接 種 の お 知 ら せ

麻 し ん( は し か) の 単 独 予 防 接

種 を12 月15 日 か ら 実 施 し ま す
。

従 来 実 施 し て い ま し たMMR

( 麻 し ん ・ お た ふ く か ぜ ・ 風 し

ん) お よ び お た ふ く か ぜ の 予 防

接 種 は
、
希 望 接 種 に な り ま す

。

【〉 対 象 … ① 麻 し ん ＝ 生 後12 ヵ 月

～72 ヵ 月 未 満 ②MMR ・ お た

ふ く か ぜ よ 生 後18 ヵ 月 ～72 ヵ

月 未 満

※ お た ふ く か ぜ に か か っ た こ と

の あ る 人
、
感 染 の 疑 い の あ る

人 はMMR の 予 防 接 種 が で き

ま せ ん
。
詳 し く は 次 回 の 広 報

(20 日 号) で お 知 ら せ し ま す
。

1〉 詳 細 … 保 健 衛 生 課 予 防 衛 生 係

愛 の 献 血

期 日 会 場 時 間 主 催

12/18

(月)

JR

松戸 駅

東 口

午前10時

S

午後4 時

松戸市

E〉詳細…健康管理課業務係

救 急 医 療 体 制 健康 保 険 証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所(毎日)・午後8時～爿時衛生会館内a 刪3Z56 番

◆待機病院( 毎日)・午後5時～午前9時テレホンサービスa6H010 番

争緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時テレホンサービスa6H 叩 番

争休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1塒 衛生会館内a65 ぷ30 番

l〉時間…午後1 時15分～2 時30分

※休館日の変更に伴い、口の日

程が変更になっています。ご

注意ください。

C〉詳細…保健衛生課予防衛生係

会 場 期 日

衛 生 会 館 1/80 2/2明 4/2 側

五 香市民センター 1/9W 2/27詢 4/3 両

松飛台市民センター 1/11W 2/26回 4/5 内

小金北市民センター 1/16W 3/5 側 4/12W

東 部市民センター 1/17003/6両 4/10詢

馬橋東市民センター 悁6 詢 3/5目 4/12困

健康増進センター 1/176W3/6 図 4/10㈲

常盤平市民センター 1/9M 2/15困 4/6 固

明 市 民センタ ー 1/10W 2/21004/6 瀏

古ヶ崎市民センター - 2/28困 4/1100

稔台市民センター 1/9W 2/27W 4/3W

小金原市民センター 1/18M 2/23白 4/13白

新松戸市民センター 1/12固 2/28團 4/1100

小金市民センター 1/19剛 3/2 鬯 4/18凶

常盤平市民センター 1/23W 3/7 溂 4/20瀏

馬橋市民センター 1/19剛 3/2R 4/18溂

六実市民センター別館 悁8 兩 2/23愬 4/13励

二十世紀が丘市民センター1川 附 2/26側 4/9§

日 程

三種 混合予 防接種

三種混合（百日せき・ジフテ

リア・破傷風混合）予防接種を

下記の日程で行います。第1 期

（3 回接種 ）と第2 期（1 回接

種）を終わっていない人で、問

診票を持っていない人は、下記

要領のとおり申し込んで下さい、

E〉申し 込みをする人（問診票の

ない人）…第1 期 ＝2 歳以上

6 歳 未満の人で1 期3 回が終

わっていない人、第2 期＝6

歳未満の人で1 期3 回 が終わ

って1 年以上たっている人。

ただし6 歳以上7 歳6 ヵ 月未

満の人は、1 期3 回目が終わ

って1 年 から1 年6 ヵ 月の間

であれば受けられます。

E〉申し込まなくてもよい人…第

1 期 こ昭和62 年8 月1 日～11

月30 日生 まれの人、第2 期 ＝

昭和61年4 月1 日～7 月31 日

生 まれの人

※上記生年月日の人でn 月 末ま

でに住民登録をしている人は。

12月下旬に通知しますので申

し込む必要はありません。以

前の問診票を持っている人は、

そのまま使用できますので、

日程表を見て受けて下さい。

第1 期 ＝昭和62 年12 月1 日～

63年3 月31 日生 まれの人、第

2 期＝昭和61 年8 月1 日～n

月30 日生 まれの人には、4 月

下旬に通知します。

市立病院

子どもの冬期眼科検査は

予約制

【〉期間…12 月20B( 水) ～平成2

年1 月10 日(水)

c〉内容…幼児(3 歳以上) と小・

中学生の視力、斜視、弱視、

屈折異常( 遠視・近視・乱視)

な どの検査

1〉予 約受け付け…12 月5 日(火)

か ら、眼科外来で電話でのみ

受け付け ます( 先 着順) 。

E〉受付時間…午後2 時～4 時〔土

・日曜日は除く。12月28 日(木)

～1 月3 日( 水) は休診です〕

r〉詳細…市立病院眼科外来容63

―2171 内 線2106 番

ほけんえいせ
い

バドミントン教室

C〉日時…12月10日(日)午前9 時

30分～午後O 時30分

C〉会場・・・東部スポーツパーク体

育館

l〉費用…無料

【〉申込み…当日会場で

E〉詳細・‥バドミントン協会・江

原音92―2516番

スポーツド

雪に親しむ会

(スキー)

E〉日 時…平成2 年2 月9 日(金)

午 後9 時30 分松 戸伊勢丹前発、

12日(振 替休日) 午後9 時 着

r〉場所…蔵王スキー場( 山形県)

l〉費 用…1 人34,000 円( 往 復バ

ス代・宿2 泊5 食・傷害保険

料を含む)

t〉定員…先着38 人

t〉詳細…松戸市 スキー連盟・高

橋S62 ―1800 番

初 心者テ ニス教室

E〉日時…平成2 年1 月14 日 ～2

月18 日 の 毎 週 日曜 日と祝 日

(計8 回) 、④午前9 時 ～10 時

30 分⑧ 午前10 時45 分～ 午後0

時15 分

D〉会場…栗ヶ沢公園庭球場

D〉対象…市内在住の人

に〉費用…7,000 円

l〉申込み…12 月10 日( 日) までに、

往復ハガキに住所・氏名・電

話番号・返信用あて名を記入

して、〒270 松 戸 市小金原1 －

2 －1 松 戸市テニス協会・平

木皓弌( ≫43 ―1994 番) へ

水墨・墨彩画による

年賀状の書き方教室

c〉日時…12 月10 日( 日)午 前10 時

～正午

【〉会場…矢切公民館

r〉定員…先着20 人

E＞費用…1,000 円

じ〉持ち物…筆・墨 汁・絵の具( 顔

彩)・半紙・小皿2 ．3 枚 ・筆

洗・布片・新聞紙

【〉申込み…電話で白藤会・小島

£562―5448 番へ

松戸子ども劇場

低学年部例会

E〉日時…12 月5 日( 火)・12日(火)

の午後6 時から、13 日(水) 午

後4 時30 分か らの計3 回

E〉会場…市民会館

i〉内容… ミュージカル「アンパ

ンマンのぼうけん」劇団フォ

ーリーズ

E〉費用…4 歳以上3,000 円( 会 員

は別額)

【〉詳細…松戸子ども劇場協議会

Q86 ―9154 番

冬 の 陶芸1 日教 室

に〉日時…12 月8 日(金)・10日(日)

・15 日(金) 、午前の部＝9 時

30 分～11 時30 分 、 午後の部＝

2 時～4 時

※いずれか都合のよい日1 回

【〉会場…陶松( 市 立病院裏)

【〉費用…500 円( 陶土・焼き代別)

【〉定員…各回先着12 人

【〉申込み…電話で縄文土器を作

る会・小堀登68 －7726 番 へ

名作 映画会

l〉日時…12 月8 日( 金)午後1 時

30 分開 演

c〉会場…市民劇場

c〉内容…「シェルブールの雨傘」

主演＝カトリーヌ・ドヌーブ、

ニーノ・カステルヌオーボ

( カンヌ映画祭グランプリ受

賞)

E〉費用…無料

c〉詳細…( 財) 松戸市文化振興財

団容64 ―9191 番

文化祭

盆栽・さつき秋季合同展

β日時…12 月8 日(金)～10日(日)、

午前9 時 ～午後5 時

1〉会場…常盤平市民センター会

議室とホール

l〉費用…無料

【〉詳細…日本盆栽協会松戸支部

一真嶋登87 －1019 番

の ぞ み学園作品展示 会

l〉日時…12 月6 日(水) 午前9 時

～午後5 時 、7 日( 木)午 前9

時 ～午後3 時30 分

l〉会場…市役所本館・新館連絡

通路(1 階)

l〉内 容…陶芸・木彫・縫製の作

品約300 点

r〉詳細…のぞみ学園S68 ―1241

内線38 番

もよお
しもの

わか ば祭

E〉日時…12 月10 日( 日)午 前10 時

～午後3 時( 雨天決行)

l〉会場…精神薄弱者更生施設わ

かば園( 金 ヶ作276 －25 ・新

京成線五香駅からバス「小新

山」行 きで新栄町 入口下車徒

歩2 分)

l〉内容…もちつ き大会、模擬店、

園生の作品即売、ミニバザー、

手作りコーナー( カンバッジ

用の写真を持参して下さい)

C〉詳細…わかば 園084 ―0165 番

(土 ・日曜日を除く午前8 時

30分 ～ 午後5 時)

ときわ平少年少女合唱団

クリスマス・コンサート

Dy日 時‥・12月23 日(祝) 午後1 時

～3 時

i〉会場…常盤平市民センター

C〉内容…トリッチ・トラッチ ポ

ルカ、クリスマ スソン グほか

C〉費用…無料

※入場整理券が必要です。

E〉詳細…加藤S84 ―6079 番

野鳥観察会( 八柱霊園)

E〉日時…12月10日(日)午前8 時

新八柱駅前または8 時30分八

柱霊園入口集合

E〉会場…八柱霊園

r〉内容…松戸の冬鳥

E＞持ち物…筆記具・観察用具 。

防寒具など

l〉費用…無料

r〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

全障研クリスマス会

c〉日時…12月23日(祝)午後1 時

～3 時

c〉会場・・・市民会館301号室

c〉内容…障害児(者)と共にクリ

スマスを楽しむ

E〉費用…障害児(者)は無料、一

般500円

※200 円程度のプレゼントを持

参して下さい。

t〉詳細…障害者問題研究会松戸

サークル・金田容45－9380番

クリスマス料理講習会

E〉日時…12月13日(水)午前10時

～午後2 時

l〉会場…婦人会館

【〉費用…1,500円(試食費含む)

1〉定員…先着24人

l〉申込み…電話で松戸友の会・

吉田044 ―1363番へ

おしらせ
●市役所(66)1111*常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101#小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113#馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111#矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061
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